
本日の講義
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オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
進
学
相
談
を
好
評
実
施
中
！

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
す
る
動
画
も

大
阪
大
学
で
は
、
高
校
生
・
受
験
生
、
ま
た
保
護

者
の
皆
さ
ま
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
く
「
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
進
学
相
談
」（
事
前
予

約
制
、1
回
約
20
分
）を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
自

動
運
転
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
勉
強
が
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
す
が
工
学
部
応
用
理
工
学
科
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
学
べ
ま
す
か
。」と
い
っ
た
具

体
的
な
質
問
か
ら
、「
私
は
英
数
国
が
得
意
な
の

で
、
文
系
に
進
み
ま
し
た
。
で
も
、
将
来
や
り
た

い
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
行
き
た
い
学
部
が

決
ま
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
っ
た
お
悩
み
ご
と
の
相
談
を
い
た
だ

い
た
り
と
、
相
談
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
も
し

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
進
学
相
談
会
等
に
お
い
て
よ
く
寄
せ
ら
れ

る
質
問
に
大
学
担
当
者
が
わ
か
り
や
す
く
答
え
る

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「【
公
式
】
阪
大
の
〇
〇
に

き
い
て
み
た
」も
好
評
公
開
中
。「
ヒ
ョ
ウ
柄
を
着

た
お
ば
ち
ゃ
ん
は
本
当
に
い
る
の
で
す
か
？
」「
阪

大
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
な

ど
、
58 

の
質
問
に
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
受
験
生
向

け
情
報
サ
イ
ト
「
オ

モ
ロ
い
！
阪
大
」

（https://w
w
w
.

osaka-u.ac.jp/sp/
entrance/

）か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
！

ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
進
路

選
択
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

自
然
科
学
系
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大
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基
礎
工
学
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シ
ス
テ
ム
科
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─
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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

生
物
学
の
画
期
的
な
成
果
を

映
像
で
見
せ
ま
し
ょ
う

「
生
物
学
序
論
」
第
６
回
目
の
講
義
で
は
、

「
細
胞
が
食
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
仕

組
み
」
を
学
ぶ
。
講
義
冒
頭
、
藤
田
先
生
は

前
回
の
復
習
と
し
て
、
生
物
の
秩
序
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
放
出
に
よ
り
保
た
れ
て
い
る
こ
と

を
振
り
返
っ
た
。

今
日
の
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
は「
Ａ
Ｔ
Ｐ（
ア

デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
）」と
い
う
生
体
内
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
運
ぶ
活
性
運
搬
体
分
子
が
、
体

内
で
作
ら
れ
る
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
だ
。

先
生
が
学
生
の
頃
は
、
ま
だ
こ
の
仕
組
み
は

解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
進
月
歩
の

研
究
の
成
果
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い

う
。「

初
回
の
講
義
で
、白
血
球
の
一
種
で
あ
る

好こ
う

中ち
ゅ
う

球き
ゅ
う

が
細
菌
を
食
べ
る
動
画
を
見
せ
ま
し

た
が
、
あ
れ
に
匹
敵
す
る
衝
撃
的
映
像
を
今

日
は
見
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

先
生
の
言
葉
に
学
生
た
ち
は
ざ
わ
つ
き
、

期
待
で
わ
く
わ
く
す
る
表
情
に
な
っ
た
。

「
Ａ
Ｔ
Ｐ
は
、酵
素
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
連

鎖
反
応
を
起
こ
し
て
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
取
り
、別
の
場
所
へ
運
ん
で
い
ま
す
。こ

れ
は
生
物
学
に
お
い
て
、
と
て
つ
も
な
く
大

き
な
話
題
の
一
つ
な
ん
で
す
」
と
先
生
は
力

を
込
め
た
。

先
生
は
、
細
胞
が
食
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
仕
組
み
に
お
い
て
、食
物
分
子
が「
消

化
」、「
解
糖
」「
ク
エ
ン
酸
回
路
」
と
い
う
３

段
階
で
分
解
さ
れ
る
長
く
複
雑
な
過
程
を
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
な
が
ら
丁
寧
に
解

説
し
て
い
く
。
食
物
分
子
の
よ
う
に
体
内
に

取
り
込
ま
れ
た
大
き
な
分
子
は
、
異
化
と
い

う
過
程
を
通
し
て
、徐
々
に
分
解
さ
れ
る
。そ

し
て
、
同
化
と
い
う
過
程
で
再
び
物
質
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

細
胞
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
交
換
で

人
間
は
呼
吸
し
て
い
る
ら
し
い

「
ク
エ
ン
酸
回
路
を
一
周
す
る
と
、電
子
伝

達
系
の
化
合
物
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｈ
や
Ｇ
Ｔ
Ｐ
、

Ｆ
Ａ
Ｄ
Ｈ２
が
生
じ
、
最
終
的
に
二
酸
化
炭
素

が
放
出
さ
れ
ま
す
。
細
胞
が
最
終
二
酸
化
炭

素
を
放
出
す
る
細
胞
呼
吸
と
い
う
の
は
こ
の

こ
と
で
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
呼
吸
の
根
本
的

過
程
に
な
り
ま
す
」

こ
こ
で
先
生
は
、
講
義
の
冒
頭
で
前
振
り

し
た
動
画
を
見
せ
る
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の

内
膜
と
外
膜
の
間
に
た
ま
っ
た
高
濃
度
の
水

素
イ
オ
ン
（
プ
ロ
ト
ン
）
が
、
電
気
化
学
勾

配
に
従
っ
て
流
れ
て
い
く
。プ
ロ
ト
ン
が「
Ａ

Ｔ
Ｐ
合
成
酵
素
」
と
い
う
分
子
の
中
を
流
れ

る
こ
と
で
、
直
下
に
埋
め
込
ま
れ
た
ロ
ー
タ

ー
を
回
転
さ
せ
る
。
１
プ
ロ
ト
ン
に
つ
き
１

ス
テ
ッ
プ
動
き
な
が
ら
、
や
が
て
一
周
す
る

こ
と
で
、
合
成
酵
素
の
構
造
に
変
化
を
与
え

て
い
く
。
合
成
酵
素
に
Ａ
Ｄ
Ｐ
と
リ
ン
酸
が

は
ま
る
穴
が
あ
き
、
両
者
が
結
合
し
、
Ａ
Ｔ

Ｐ
が
作
ら
れ
る
。

電
子
顕
微
鏡
で
し
か
見
ら
れ
な
い
ミ
ク
ロ

な
世
界
で
、
精
密
な
活
動
を
続
け
る
構
造
が
、

体
内
の
自
然
な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
は
、
学

生
た
ち
に
驚
き
を
与
え

た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た

発
見
は
日
々
研
究
者
た

ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

藤
田
先
生
は
「
系
譜
を

知
る
」
と
い
う
言
葉
で
、

「
師
事
す
る
先
生
の
研

究
を
知
り
、
自
分
が
ど

う
い
う
人
に
習
い
何
を

研
究
し
て
社
会
へ
出
て

い
く
の
か
理
解
し
て
ほ

し
い
」
と
告
げ
て
講
義

を
終
え
た
。

電
子
顕
微
鏡
で
見
る
驚
愕
の
光
景

細
胞
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

大
阪
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迷信』（飛鳥新社）、『脳の風景～「かたち」
を読む脳科学』（筑摩書房）などがある。
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藤ふ
じ

田た 

一い
ち

郎ろ
う

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA

生
物
学
序
論

この講義で
学ぶこと

人
間
、
生
物
、
機
械
を
含
む
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
、
人
間
と
技
術
の
調
和
の
と
れ
た
共
生
を
目
指
し
た
研

究
を
行
う
。
２
年
次
に
機
械
科
学
コ
ー
ス
、
知
能
シ
ス
テ
ム
学
コ
ー
ス
、
生
物
工
学
コ
ー
ス
の
３
つ
の
コ

ー
ス
に
進
み
専
門
教
育
を
受
け
る
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

阪口 真衣さん
基礎工学部 電子物理科学科２年
大阪府 私立 帝塚山学院泉ヶ丘高校卒

岡村 拓真くん
基礎工学部 電子物理科学科２年
徳島県立 城東高校卒

人
の
体
内
で
は
東
京
の
交
通
路
線
図
よ
り
も
複
雑
な
代
謝
経

路
が
あ
り
、
驚
く
ほ
ど
理
に
か
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
精
密
機
械
の
よ
う
な
身
体
の
取
扱
い

物理に興味がありこの学部を志望しましたが、物
理以外を学ぶのも楽しいです。この講義では構内
の植物を調べる課題があって、今まで知らなかっ
たことを知るおもしろさを感じています。

藤田先生の講義は初めて生物を学ぶ人にもわかり
やすく、講義以外にも阪大の先生たちの研究や実
績など、大学のルーツを話してくれるので興味深
いです！ 物事を見る視点が変わりました。

新しいことを知る喜びを実感しています！ 大阪大学は学生思いの魅力的な学校です！

※講義は2019年に取材したものです。

説
明
書
が
「
生
物
学
」。
10
年
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
か
ら
、身
体

を
守
る
必
須
の
知
識
と
し
て
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

『Essential

細
胞
生
物
学
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、生
物
を
形
成
し

て
い
る
基
本
単
位
で
あ
る
細
胞
と
、
細
胞
内
・
細
胞
間
に
お

け
る
分
子
相
互
作
用
に
つ
い
て
学
ぶ
「
細
胞
生
物
学
」「
分
子

生
物
学
」
の
入
門
講
義
。
細
胞
が
い
か
に
す
ば
ら
し
い
仕
組

み
で
営
ま
れ
て
い
る
か
を
学
習
す
る
。

ボリューム
たっぷり「天
津麻婆丼」
（490円）が
おススメ！　
ふわふわたまごが麻婆の辛さ
をマイルドに！ 専用注文口
があるほどの人気ですよ！
岡村 拓真くん

私の学食
オススメ
メニュー

─
基
礎
工
学
部
─
シ
ス
テ
ム
科
学
科
─

URL https://www.osaka-u.ac.jp/ja
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１-１
大阪大学 教育・学生支援部入試課
TEL　06-6879-7097

大学情報

5.22（水）
at 豊中キャンパス
8:50~10:20

大阪大学豊中キャンパスは、
池があり山道のような勾配
もあり、森の中に校舎はあり
ます。まさに自然と共存する
環境。今回取材した生物学の
講義では、ここに自生する植
物を調べる課題があったと
のこと。生命を学ぶのにふさ
わしい大学だと感じました。

大阪大学は
こんな大学
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